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４　監査結果報告　　平成２９年３月３１日

監査の結果（指摘事項） 措置（具体的内容）・対応状況

【アクティオ株式会社】
（１）協定書に基づく業務の履行について 【　措置済　】　　平成２８年１２月２０日
ア 利用料金収入について、領収書の日付と専用使用申請書の日付の間に
齟齬が見受けられた。不備のない適切な事務処理を行うこと。

　領収書発行時の職員用手引きの確認項目に「領収日時、申込日時の確認
をする」を追記し、職員への指導を徹底した。
【　措置済　】　　平成２８年１２月１４日

イ　出勤簿において、勤務者の印が漏れていた事例が見受けられた。不備
のない適切な事務処理を行うこと。

　平成２７年１１月より出勤簿からタイムカードに変更し、適切に事務処
理を行っている。
【　措置済　】　　平成２９年　１月３１日

ウ　仕様書に基づき業務日報が作成されていたが、出勤簿と照合したとこ
ろ、業務従事者について齟齬が見受けられた。また、イベントの参加人数
について、業務日報に記載された人数と業務報告書（月報）に記載された
人数に齟齬が見受けられた。不備のない適切な事務処理を行うこと。

　館長を含む複数職員で、タイムカードと日報の整合確認を毎月末に行う
ように改善した。
　イベントの参加人数についても同様に館長を含む複数職員により、業務
日報と業務報告書の人数の整合を確認することとした。

【　措置済　】　　平成２９年　３月１４日
エ　貸与備品について、市の立会いの下、物品受払簿に基づいた実査を行
うことと仕様書に定められているが、市が行う実査には立ち会っていた
が、指定管理者としては実査を行っていなかった。年度末においては、必
ず全ての貸与備品を一品ごとに実査すること。また、実査時には、紛失の
有無や品質保持、安全、使用状況、事故防止対策の確認を行い、実査した
記録（日時、対象、数量、特記事項、担当者・現場管理者の確認印など）
を文書にして残し、市に報告すること。

　市の実査とは別に、市の立会いの下、全備品を安全面等状態についても
確認しながら実査を行った。また、すわ公園交流館備品一覧チェック報告
書を作成し、実査結果を市に報告した。

【　措置済　】　　平成２９年　１月１０日
オ　空調設備点検について、指定管理者自ら行っている点検結果について
は、月例報告で報告していなかった。仕様書に基づき、すべての点検結果
について市に報告すること。

　平成２９年１月以降、毎月の月例報告に空調設備管理記録票も添付して
文書による報告を実施している。

平成２８年度　公の施設の指定管理者監査の結果（指摘事項）に基づく措置状況等の報告

３　監査実施期間　　平成２９年１月２４日

１　監査の種類　　　公の施設の指定管理者監査

２　監査対象　　　　アクティオ株式会社（四日市市すわ公園交流館）

　　　　　　　　　　商工農水部商工課（指定管理に関する事務の所管所属）
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（２）収支会計処理について 【　措置済　】　　平成２９年　４月３０日
収支状況報告において、収入については、利用料金収入、自主事業収入

の金額誤りや利息収入の計上漏れ、支出については、人件費、消耗品費、
光熱水費の金額誤りなど、複数の費目において誤りが見受けられた。不備
のない適切な事務処理を行うこと。

　月次報告、年度報告時に、社内で複数人で、経理システム、現場書類も
含め確認しながら収支についてまとめるよう改善した。

（３）出納関係帳簿、記帳、領収書等の整備・保存について
　次のとおり不適切な事例が見受けられた。不備のない適切な事務処理を
行うこと。

【　措置済　】　　平成２８年１２月１５日
ア　清掃業務委託において、受託業者から作業実施報告書が提出されてい
ないのに委託料を支払っていた。

　受託業者に対して請求書とともに作業実施報告書の提出が必要であるこ
とを改めて確認するとともに、職員に対しても作業実施報告書の提出確認
の徹底を指導した。

【　措置済　】　　平成２９年　３月１６日
イ　保守管理業務において、自動ドアの点検実施結果の原本が保存されて
いなかった。

　点検実施結果が、指摘月において紛失により原本がなく、市への月次報
告に添付している写しのみが残されていた。原本の保管を徹底し、受理後
速やかに保管場所に綴るように改善した。

【商工課】
（１）物品管理について
次のとおり不適切な事例が見受けられた。不備のない適切な事務処理を

行うこと。
【　措置済　】　　平成２９年　１月２５日

ア 基本協定書締結後に市が指定管理者に新たに貸与した備品について、
四日市市会計規則第１５５条に定められた物品の貸付けにかかる手続きを
経ずに貸与を行っていた。

　指摘後、会計規則の手続きに則り貸与の手続きを実施した。

【　措置済　】　　平成２９年　３月２２日
イ　指定管理者に貸与している備品について、備品台帳と現品の確認時
に、複数ある同一品名の備品において、備品番号を取り違えていた。

　備品実査時に、備品台帳、現品、備品ラベルの全ての備品番号等を確認
するように改め実査を行った。
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４　監査結果報告　　平成２９年３月３１日

監査の結果（意見） 措置（具体的内容）・対応状況

【アクティオ株式会社】
（１）協定書に基づく業務の履行について 【　措置済　】　　平成２９年　３月　７日
　１件１５万円以上の施設修繕について、事前に市に通知することと仕様
書に定められているが、ミーティングの場などで口頭で通知しており、
ミーティングについてはメモ程度の記録しか残されていなかった。修繕箇
所や見積額など必要な事項について、文書で通知すること。【改善事項】

　１件１５万円以上の施設修繕について「工事修繕願」により通知するよ
う改善を図った。

（２）収支会計処理について 【　措置済　】　　平成２９年　１月２４日
　利用料金の徴収にかかる領収書の交付について、利用者名を記載せずに
交付している事例が見受けられた。事故防止の観点から、領収書には利用
者名を記載の上交付すること。【改善事項】

　領収書発行時の職員用手引きに「必ず利用者名を明記すること」を追記
し、職員への指導を徹底した。

（３）服務規律の確保について 【　措置済　】　　平成２９年　９月２９日
　職員の服務について、公の施設の職員として常に高い倫理観と緊張を
持って職務に精励するよう服務規定を定め、改めて職員に徹底すること。
【改善事項】

　平成２９年１月２４日に職員ミーティングにて本改善事項を含め、職務
内容の確認を行った。また、平成２９年６月１２日にはフルタイムの新規
職員向けに、接遇研修を行った。
　既存の就業規則に加え、職員マニュアルを策定し、施設の知識や来館者
への対応方法を職員間で共有するとともに服装や名札の着用などを明記し
た。このマニュアルは随時更新する。

（４）利用者の安全管理について 【　措置済　】　　平成２９年　２月　２日
　漫然と安全確認をしているだけでは安全管理をしているとはいえない。
施設や設備について具体的なチェック項目を定めて毎日点検を実施し、利
用者の安全を確保すること。また、その記録を文書にして残すこと。
【改善事項】

　チェック表を作成し、毎日点検を行い、日報とともに保管するよう改善
を図った。日報の様式を平成２９年３月分から改定し、安全管理項目を日
報に含める書式とした。今後も施設や来館者の状況に合せて見直し、安全
管理に努める。

３　監査実施期間　　平成２９年１月２４日

平成２８年度　公の施設の指定管理者監査の結果（意見）に基づく措置状況等の報告

１　監査の種類　　　公の施設の指定管理者監査

２　監査対象　　　　アクティオ株式会社（四日市市すわ公園交流館）

　　　　　　　　　　商工農水部商工課（指定管理に関する事務の所管所属）
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（５）内部事務管理について 【　継続努力　】　　平成２９年　９月２９日
　館長による日常の管理に加え、客観的な立場から施設担当及び営業所長
等複数にて書類のチェックを行う体制に改めた。
　また、館長は社内の「チームリーダー研修」プログラム（５月～７月）
を受講し、館内のマネジメント強化にも努めることとした。

【　措置済  】　　　平成３０年　３月１５日
　担当、館長、施設担当、営業所との複数による書類や領収書のチェック
を実行している。
　平成２９年度に市の担当課により抜き打ちで行われた事務処理に係る実
査においても、不備の指摘はなく、内部事務管理の改善は図られている。

（６）利用者数増加への取組みについて 【　措置済　】　　平成２９年　６月　６日
ア　すわ公園交流館は中心市街地に来る人や住む人の憩いの場、交流の場
及び自己実現の場として活用することで中心市街地活性化に寄与する目的
で設置されている。現在の指定管理者が運営を開始してから利用者数は大
幅に増加したものの、例えば、冬季の諏訪公園内のイルミネーション事業
を見ると、立ち寄る人はまだまだ少ないのが現状である。イベント等の事
業を充実させるとともに、テレビなど多様な広報媒体を活用して積極的に
ＰＲすることで多くの人を呼び込み、中心市街地の活性化につなげるよう
努めること。 【要望事項】

　新規企画や継続企画の改善を図るとともに、より幅広い世代の集客とな
るようキャンドルナイト実行委員会のキャンドルナイトと四日市☆映画祭
実行委員会のプロジェクションマッピングとのコラボイベントを行うなど
工夫をした。
　また、これまでの広報方法に加え、ＣＴＹ－ＦＭ特別番組、インター
ネットラジオも活用し、すわ公園交流館の事業のＰＲを行っている。

【　措置済　】　　平成２９年　４月　１日
イ　すわ公園交流館は特に目的がなくても一人で気軽に立ち寄って、まち
の情報収集ができたり気兼ねなく休憩や飲食ができたりする、中心市街地
のオアシスともいうべき貴重な施設である。案内の表示を工夫するなどし
て、誰でも利用しやすい雰囲気を醸成し、より多くの人に利用してもらえ
るよう努めること。【要望事項】

　案内板を趣のある木製に替え、よりポスターなどの掲示物を見やすく配
置するよう工夫している。
　職員の発案により、カレンダー付ぬり絵や、ホワイトボードに「今日は
何の日」を記載するなど個々の能力を生かした取り組みを行うよう改善を
図った。
　また、文化財カードの配布が始まったことから、建物に興味を持ってこ
られた方には積極的に案内するように心がけている。

　事務処理の基本的な部分で、いくつかの指摘事項が見受けられた。これ
らは、職員の認識不足や単純なミスに加えて、指定管理者内でのチェッ
ク・牽制体制が不十分であったことに大きな要因がある。現場管理者は、
「定められたルールに基づいた事務執行」や「上位職による牽制やサポー
ト」の重要性を職員に意識づけし、日常的に確認すべき事項の定型化によ
る業務精度の向上、上位職によるダブルチェックを行うなど、内部事務管
理の改善を図るとともに、組織としてのマネジメントを徹底すること。
【改善事項】
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（７）事業収支の改善について 【　継続努力　】　　　平成２９年　９月２９日
　今まで無料であった工作教室などの内容の質を高め、参加費（材料費）
を徴収できるものは徴収するなど事業の財源確保に努めるよう改善を図っ
ている。
　また、消耗品等の管理、人員配置、年間を通して事業経費を管理するこ
とで、全体経費の削減を図っている。
　しかし、人件費の増加や長期使用による空調機器の保守管理費の増加な
どもあり、平成２８年度も赤字となっている。

【　措置済  】　     　平成３０年　３月３０日
　事業収入を増やすため、季節に合わせた萬古の絵付け体験など内容の質
が高いイベントを企画することで、参加費の徴収に対する理解が得られる
よう努めた。その結果、イベント「こどもよっかいち」などでは前年の参
加者数を上回る実績を残すことができ増収につながった。
　また、支出においては、１年以上使用していないカラー用紙の利活用を
図るなど支出の削減を図るとともに計画的な事業経費の執行に努めた。
　これらの結果、平成２９年度において、概ね収支計画に沿った運営によ
り事業収支の改善を図ることができた。

【商工課】
（１）指定管理者への指導監督について 【　措置済　】　　平成２９年　２月１５日
ア　誤った金額で収支状況報告が提出されており、収支に関する決算内容
の確認が所管課として十分に実施されていなかった。また、仕様書どおり
に実施されていない事項が散見されるにもかかわらず、市が取りまとめて
いるモニタリングレポートにおいて、全て適正だったと報告されており、
猛省を促したい。全ての指摘事項について指定管理者と協議の上、再発防
止策を講じるとともに、定期的に収支経理簿と証拠書類の抜き取り調査・
照合を行うなど牽制機能を働かせ、指導監督を徹底すること。
【改善事項】

　収支に関し、抜き取り調査として通帳確認、領収書の写しの確認、金
庫、資料室の施錠確認を実施するように改善し、平成２９年２月１５日、
平成２９年５月１６日に実施した。
　また、仕様書どおりに業務が実施されていることの確認を徹底するよう
に、月次報告書提出に際し、チェックシートを作成し、提出物の漏れがな
いように確認できるように改善した。

【　措置済　】　　平成２９年　２月１５日
イ　管理状況の実地調査について、備品の実査記録以外は記録が残されて
いなかった。実地調査の記録、指定管理者から報告を受けた事項、指定管
理者に対して行った指導監督の記録を文書にして残すこと。【改善事項】

　備品の実査記録以外にも現地における領収書等の写しの確認や企画事業
の事務的な相談や施設の整理整頓など意見交換についても記録を残すよう
改善を図った。

　事業収支において、多額の赤字が発生している。イベントの参加費を見
直し自主事業収入を増やすなど収入の確保に努めるとともに、経費削減を
図り、事業収支を改善すること。【改善事項】
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